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高圧・低温下におけるメタンハイドレートFilled Ice Ih構造の軸比変化とその誘因
Axis-ratio change induced by guest ordering of filled ice Ih methane hydrate under high
pressure and low temperature
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ラマン分光法により 15～20GPaの圧力領域において、タンハイドレート FilleIce Ih構造は、ゲストメタン分子の配向
が秩序化することが著者らのグループにより報告されている。さらに 15Gpa付近では、格子振動に変化が観察され、そ
の状態変化が起きることを Sasakiらのグループが報告している。しかし、同様な圧力領域における X線回折では、明瞭
な変化の報告はされていない。今回、室温～低温下において、フレームワークに軽水・重水を用いたメタンハイドレー
ト FilledIce Ih構造の格子定数を X線回折により精密に測定した。その結果、15～20GPaの圧力領域において、その軸比
の傾きに明瞭な変化が観察された。さらに、低温下でのラマン分光法による実験結果とから、この、軸比変化はゲスト
メタン分子の配向の秩序化によるものと推測される。
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